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予算対比正味財産増減計算書
平成24年 4月 1日から平成24年 6月30日まで

公益社団法人　日本地球惑星科学連合
公益目的事業会計 （単位:円）

科        目 予算額 決算額 差  異
Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基    本    財     産     運    用    益 2,000 0 2,000

          当       年        度        会       費 10,000,000 9,120,000 880,000
        事          業           収           益 67,263,500 70,226,800 -2,963,300

          基   本   財    産    受    取   利   息 2,000 0 2,000
        受          取           会           費 10,000,000 9,120,000 880,000

            投       稿        料        収       入 8,626,475 9,102,500 -476,025
            団    体    展     示     料    収    入 11,800,000 12,756,300 -956,300

          学   術   大    会    事    業   収   益 66,713,500 70,171,800 -3,458,300
            大    会    参     加     料    収    入 41,303,265 43,560,500 -2,257,235

            パ ン  フ  レ  ッ  ト  デ  ス  ク  収 入 340,000 450,000 -110,000
            会   議   室    使    用    料   収   入 2,253,840 1,779,000 474,840

            大学インフ ォ メ ー シ ョ ン パ ネル収入 700,000 980,000 -280,000
            書    籍    展     示     料    収    入 810,000 842,000 -32,000

          刊　　行      事      業      収     益 550,000 55,000 495,000
            J　　G　　L　 広　　告　　料　　収　　入 550,000 30,000 520,000

            懇       親        会        収       入 409,920 296,500 113,420
            そ                 の                 他 470,000 405,000 65,000

          そ                 の                 他 50,000 64,001 -14,001
        経常収益計 77,315,500 79,410,801 -2,095,301

            メ ー ル ニ  ュ  ー  ス  広  告 料 収 入 0 25,000 -25,000
        雑                 収                 益 50,000 64,001 -14,001

        事                 業                 費 68,097,160 44,471,760 23,625,400
          給          料           手           当 7,200,000 6,133,947 1,066,053

    (2) 経常費用

            ホ  ー   ム   ペ   ー   ジ   作   成  費 260,000 247,500 12,500
            そ   の   他    ア    ル    バ   イ   ト 3,900,000 3,119,500 780,500

          法       定        福        利       費 684,000 505,666 178,334
          臨       時        雇        賃       金 4,160,000 3,367,000 793,000

            通                 勤                 費 560,000 395,315 164,685
            交                 通                 費 4,447,800 1,791,805 2,655,995

          会                 議                 費 500,000 0 500,000
          旅       費        交        通       費 5,007,800 2,187,120 2,820,680

          消    耗    什     器     備    品    費 124,000 0 124,000
          消          耗           品           費 1,392,000 623,385 768,615

          通       信        運        搬       費 1,350,000 516,087 833,913
          減       価        償        却       費 2,600,000 1,912,833 687,167

            プ  ロ  グ  ラ  ム   印   刷  製  本  費 2,361,000 3,201,450 -840,450
            ポ    ス    タ     ー     製    作    費 140,000 105,433 34,567

          印       刷        製        本       費 12,804,900 4,862,762 7,942,138
            プ   ロ   グ    ラ    ム    編   集   費 315,000 0 315,000

            そ                 の                 他 7,375,900 627,259 6,748,641
          出                 展                 費 70,000 43,482 26,518

            書                 籍                 費 120,000 0 120,000
            J　　　G　　　L     　 印      刷     費 2,493,000 928,620 1,564,380

            事     務      機      賃      借     料 156,000 113,121 42,879
            会       場        賃        借       料 15,700,000 14,143,584 1,556,416

          賃                 借                 料 20,125,460 18,167,333 1,958,127
            事     務      所      賃      借     料 1,349,460 1,078,140 271,320

          設                 営                 費 3,800,000 3,956,400 -156,400
          諸                 謝                 金 40,000 0 40,000

            設    備    機     材     賃    借    料 2,920,000 2,765,988 154,012
            そ                 の                 他 0 66,500 -66,500

          委                 託                 費 5,538,000 1,754,750 3,783,250
            シ    ス    テ     ム     関    連    費 5,168,000 231,000 4,937,000

          支       払        手        数       料 1,783,000 398,755 1,384,245
          支       払        賛        助       金 815,000 0 815,000

          保                 険                 料 3,000 3,240 -240
        管                 理                 費 9,218,340 2,700,410 6,517,930

            そ                 の                 他 370,000 1,523,750 -1,153,750
          雑                                    費 100,000 39,000 61,000

          旅       費        交        通       費 648,000 171,306 476,694
            通                 勤                 費 348,000 95,815 252,185

          給          料           手           当 3,900,000 1,144,145 2,755,855
          法       定        福        利       費 348,000 53,602 294,398

          消    耗    什     器     備    品    費 50,000 0 50,000
          消          耗           品           費 220,000 141,627 78,373

            交                 通                 費 300,000 75,491 224,509
          通       信        運        搬       費 170,000 71,304 98,696

            事     務      所      賃      借     料 792,540 132,090 660,450
            事     務      機      賃      借     料 88,800 22,143 66,657

          修                 繕                 費 0 945 -945
          賃                 借                 料 901,340 154,233 747,107

          租          税           公           課 1,670,000 1,400 1,668,600
          支       払        手        数       料 156,000 835,845 -679,845

            そ                 の                 他 20,000 0 20,000
          諸                 謝                 金 1,155,000 126,000 1,029,000

          評価損益等調整前当期経常増減額 0 32,238,631 -32,238,631

          雑                                    費 0 3 -3
        経常費用計 77,315,500 47,172,170 30,143,330

          損益評価等計 0 0 0
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          当期経常増減額 0 32,238,631 -32,238,631
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 0 32,238,631 -32,238,631
          一般正味財産期首残高 0 69,742,278 -69,742,278
          一般正味財産期末残高 0 101,980,909 -101,980,909
Ⅱ　指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 0 101,980,909 -101,980,909
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2012年大会　収支計算書　　
6月30日現在

科　　目 明　　　細 予算額 6/30現在

収　入 66,713,500 70,171,800

大会参加料収入 41,303,265 43,560,500

投稿料収入 8,626,475 9,102,500

出展料 14,120,000 15,433,300

会議室使用料(請求書ベース） 2,253,840 1,779,000

懇親会収入 409,920 296,500

支　出 32,527,900 31,933,468

賃借料 18,570,000 17,206,122

幕張メッセ会場費 15,650,000 14,143,584
設備機材 2,600,000 2,832,488
受付用PC・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 320,000 230,050

会場設営費 3,800,000 3,956,400

幕張メッセ 3,800,000 3,956,400

委託費 2,118,000 2,615,000

受付システム 1,400,000 1,233,750
ｼｽﾃﾑ関連費（登録者メール配信） 300,000 231,000
ｼｽﾃﾑ関連費（会合受付ｼｽﾃﾑ） 100,000 105,000
ｼｽﾃﾑ関連費（公開用著者索引） 258,000 257,250
日本語ポスター 30,000 30,000
英語ポスターデザイン 30,000 28,000
プログラム編成システム改修費 525,000
大会DVD編集費 0 50,000
大会用WEBｼｽﾃﾑ 0 155,000

臨時雇賃金 2,760,000 2,607,500

ＨＰ作成 260,000 247,500
学生アルバイト 2,500,000 2,360,000

印刷製本費 3,000,900 3,670,235

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ印刷製本費 1,794,000 1,719,900
英語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ印刷製本費 567,000 709,800
その他印刷費(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ冊子） 50,000 132,300
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集費 315,000 514,500
英語ﾎﾟｽﾀｰ印刷費 20,000 27,143
ﾎﾟｽﾀｰ製作費(12月投稿呼びかけ） 60,000 57,750
ﾎﾟｽﾀｰ製作費(3月参加呼びかけ） 60,000 20,540
その他印刷費（会場前日程表） 56,000 68,040
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その他印刷費（ﾎﾟｽﾀｰ会場図） 18,900 18,900
その他印刷費（名札地模様印刷） 60,000 52,500
その他印刷（名札印刷） 0 139,912
その他印刷（ｷｬﾘｱﾊﾟｽ・ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ等） 0 208,950

旅費交通費 990,000 931,870

ﾊﾟﾌﾞﾘｸｾｯｼｮﾝ講師旅費 270,000 288,000
連合大会時宿泊料（スタッフ） 600,000 609,000
連合大会時交通費(スタッフ) 20,000 11,870
会議旅費 100,000 23,000

通信運搬費 126,000 113,680

英語ポスター（Ａ２）発送費　400部 32,000 31,160
大会期間事務局移動費用赤帽往復 30,000 20,320
ポスター発送費（12月投稿呼びかけ 32,000 29,000
ポスター発送費（3月参加呼びかけ） 32,000 26,000
VISA用書類発送 0 7,200

消耗品 570,000 391,643

連合大会名札ケース 150,000 0
連合大会名札用紙　 120,000 0
連合大会時使用消耗品類 150,000 156,998
連合大会表彰ガラス盾一式　 150,000 163,320
金環日食関係 0 71,325

懇親会費用 500,000 350,000

500,000 350,000

雑費 93,000 91,018

ボランティア保険 3,000 3,240
保育ルーム補助金 90,000 65,033
幕張　コピー代 0 17,670
支払手数料・登記簿 0 5,075

0

収支差額 38,238,332

連合における　大会関係以外の支出

ｾｯｼｮﾝ経費、委員会経費、システム運用費、国際関係費（AOGS・AGU・EGU）
給与、臨時雇い賃金、交通費、JGL印刷費等、事務所賃借料等賃借料
消耗品等
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連合規則の整備について（案） 

2012 年 7 月 29 日 総務委員長 古村孝志 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合の堅実な運営と、各委員会活動の円滑化のために、総

務委員会および、各委員会では諸規則の整備を進める。 

 

 総務委員会 担当 

・ 共催、協賛、及び後援に関する規則（今回制定） 

・ 職員給与規則 

・ 就業規則 

・ 公印取り扱い規則 

・ 謝金規則 

・ 旅費規則 

・ 科学者の行動規範に関する規則（総会制定による規定？） 

 

 大会運営委員会 担当 

・ 連合大会予稿の利用規則 

 

（参考）現行の規則 

 

１．公益社団法人日本地球惑星科学連合定款……1-1～16 

２．法人運営基本規程………………………………2-1～6 

３．法人運営基本規則………………………………3-1～7 

４．各種委員会規則 

総務委員会規則………………………………4-1 

財務委員会規則………………………………4-2 

大会運営委員会規則…………………………4-3 

情報システム委員会規則……………………4-4 

国際学術委員会規則…………………………4-5 

教育問題検討委員会規則……………………4-6～7 

広報普及委員会規則…………………………4-8 

学術出版委員会規則…………………………4-9 

環境災害対応委員会規則……………………4-10 

男女共同参画委員会規則……………………4-11 

キャリア支援委員会規則……………………4-12 

５．選挙管理委員会規則……………………………5-1～2 

６．代議員選挙規則…………………………………6-1～2 

７．代議員選挙実施規則……………………………7-1～3 

８．役員選挙規則……………………………………8-1～2 

９．役員選挙実施規則………………………………9-1～2 

10．役員候補者推薦委員会規則……………………10-1～2 
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平成 24年 4月～平成 24年 6月度 入会会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



10 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

  



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

 

  



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

 

  



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人情報のため非公開とする 

 

 



平成24年7月31日現在

承認日 種別 会合名等 開催期間 会場

済
6月20日 共催

いま改めて二つの大震災から学ぶ　－阪神淡路
大震災・東日本大震災と地理学・変動地形学－

平成24年10月6日（土）
神戸大学

済
6月20日 協賛

地震発生及び火山噴火研究の将来構想シンポジ
ウム 平成24年7月5日（木）～6日（金）

東京大学鉄門記念講堂

済 6月25日 後援 科学教育研究協議会・第58回全国研究大会・鳥取
大会

平成24年8月3日（金）～5日（日）
米子コンベンションセンター

手続中 協賛 2013年ハイパフォーマンスコンピューティングと計
算科学シンポジウム

平成25年1月15日（火）～16日（水）
東京工業大学
蔵前会館 くらまえホール

手続中 協賛 第53回高圧討論会
平成24年11月7日（水）～9日（金）

大阪大学会館

申請予定 第4回ＭＬＦシンポジウム
平成24年10月10日（水）～11日（木）

日本科学未来館

平成24年7月31日現在

承認日 種別 サポートレタータイトル 事業主体 提出先

済 6月22日 サポートレター 文部科学省特別教育研究経費(平成21年)および
特別経費(平成22〜26年)事業　「超高層大気長期
変動の全球地上ネットワーク観測・研究」に対する
支援の
要望書

国立極地研究所、東北大学理学研究
科附属惑星プラズマ・大気研究セン
ター、名古屋大学太陽地球環境研究
所、京都大学生存圏研究所、京都大
学理学研究科(附属地磁気世界資料
解析センター・附属天文台)、および九
州大学国際宇宙天気科学・教育セン
タ による連携事業

文部科学省

済 6月26日 サポートレター 「SPRINT-B/ERG衛星」に対する支援の要望書 独立行政法人宇宙航空研究開発
機構宇宙科学研究所

独立行政法人宇宙航空研究
開発機構宇宙科学研究所
小野田所長

平成24年度　共催・協賛・後援等一覧　　

平成24年度　サポートレター一覧　　

 
- 17 -



公益社団法人日本地球惑星科学連合の共催、協賛、及び後援に関する規則 

平成 23 年○月○日 理事会制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、公益社団法人日本地球惑星科学連合（以下「連合」という。）が、連合

以外の地球惑星科学関連事業の共同主催し、または後援することに関し必要な事項を定め

るものとする。 

 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を分担することを

いう。 

(３) 協賛 行事の趣旨に賛同し、必要に応じて金銭的及び人的援助することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、必要に応じて人的援助することをいう。 

 

（承認の基準） 

第３条 理事会は、次の各号のすべてに該当する行事について、共催、協賛、又は後援するこ

とができる。 

(１) 連合の定款に定める公益事業活動推進上、有益であると認められるもの 

(２) 連合の委員会、およびセクションが主催、もしくは行事の企画運営に積極的に参画して

いるもの 

(３) 連合の加盟学協会が主催するもの  

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当すると認められる行事については、

共催又は後援をしないものとする。 

(１) 営利を目的とするもの 

(２) その他、会長が不適当と認めたとき 

(３) 政治、宗教的目的を有するもの 

 

 （労務・財務負担） 

第４条 共催、協賛、又は後援に伴い、連合の労務・財務負担が発生する場合は、その妥当性

を含めて財務委員会と協議の上、承認を判断するものとする。 

 

（申請） 

第５条 連合の共催、協賛、又は後援を申請しようとする者は、別に定める共催・協賛・後援

承認申請書を、原則として行事の開催１箇月前までに連合会長宛に提出しなければならな

い。 
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２ 連合理事会は、前項の申請書を受けたときは、速やかに承認するかどうかを判断し、通知

するものとする。 

 

（その他） 

第６条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、連合が別に定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成 23 年○月○日から施行する。 
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別記 

年  月  日 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 会長 御中 

 

共 催 ・ 協 賛 ・ 後 援 承 認 申 請 書 

 

                       申請団体名：         

                  申請者住所：  

                                    申請者名：                      

   

 行事名（英訳名） 

  

 （英文公式名がある場合：              ） 

 会議の種類：（ □国内会議  □国際会議 ） 

  開催日       年 月 日（ ）～ 年 月 日（ ） 

  開催場所、所在地  場所： 

 所在地：  

 

  申請の種類 

□共催  （企画又は運営に参画し共同で開催する） 

□協賛  （趣旨に賛同し、必要に応じて金銭的・人的支援をする） 

□後援  （趣旨に賛同し、必要に応じて人的支援をする） 

□その他 （                   ）  

 金銭・人的援助 

  の有無 

無・有（具体的に：            ） 

 希望する共催・協賛

  ・後援の名称 

 □公益社団法人日本地球惑星科学連合 

 その他（                  ） 

 

  連絡先 

 (受理通知等送付先)

    

 〒  

 所在地：  

 団体名：  

 担当者名：  

      TEL：         FAX：   

E-mail：  

 

  参加費等 

  （ □無料  □有料 ）            参加予定人数   人 

   会員   団体    円  個人    円  学生    円 

   非会員  団体    円    個人    円  学生    円 

  会議のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ   http:// 

 

＊選択する項目については囲むか、チェックをお入れ下さい。 
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＊会議・行事の趣旨のわかる、開催案内、プログラム、組織委員会名簿、会議全体の予

算、開催案内、プログラム等を添付して申し込み下さい。 

＊原則として、経費や人的負担はいたしかねますが、必要あれば妥当性を判断しますの

で希望をお知らせください。 

＊公益社団法人地球惑星科学連合の名称のほか、同セクション名や委員会名での共催・協

賛・後援ができますので、ご希望をお知らせ下さい。 
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地球惑星科学連合の共催、協賛、及び後援に関する細則 

 

平成 23 年○月○日 理事会制定 

 

１．共催、協賛、又は後援を希望する者には、会長宛に別紙申請書提出してもらう。 

２．申請内容を承認の基準を満たしていると総務委員長が判断した場合は、速やかな承認

を目指し、理事会メール審議とし、１週間を目処に意見を求める。 

３．反対意見がない場合には承認するものとし、事務局は申請者に共催・後援）許可を回

答する。求めがあれば、事務局より会長名で許可証を発行する。 

４．理事会において、共催（後援）の承認結果を報告し、追認を求める。 

５．特別な理由がない限り、経費や人的負担はしない。 

６．日本地球惑星科学連合共催（後援）のほか、希望があれば日本地球惑星科学連合○○

セクション、日本地球惑星科学連合○○委員会、等の名称の使用を認める。 
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声明・サポートレター等の発行について（案） 

 

2012 年 7 月 29 日 総務委員長 古村孝志 

 

日本地球惑星科学連合が声明を発表、あるいは依頼に応じてサポートレター等を発行

する場合は、以下の手順で理事会審議を行うこととする。 

 

（１） 声明の発表を提案するセクションプレジデント、会長等、あるいはサポート

レターを要請する機関（個人）は、その必要性がわかる客観的な資料を添え

て連合会長宛に依頼状を提出する。 

（２） 会長は、声明の発表あるいはサポートレター等の発行の可否および発行者名

（会長、セクションプレジデント、委員会名など）を理事会で審議する。必

要あれば、関係者に理事会で説明を求める。 

（３） 決議は、利害関係のある理事を除く出席理事の過半数の賛成による（定款第

43 条）。 

（４） 通常理事会の開催が間に合わない緊急案件については、会長は臨時理事会を

開催、あるいはメール審議において全理事の賛成により決議することができ

る（定款第 44 条）。 

 

（参考意見） 

2012 年 6 月 26 日の宇宙研の小型衛星２号機である内部磁気圏観測衛星ＥＲＧサポー

トレターの発行に対して「steering]ML において以下の意見がありました（オリジナ

ル文章を古村が改変）。 

 

１． 理事がサポートレターを依頼し､理事会が承認するのは､客観性に欠ける嫌い

がある。一次依頼者としては理事以外の方を原則とする配慮が必要ではない

か。 

２． 広い学問分野に亘る JpGU が組織全体としての実質的な「サポート」ができる

案件は自ずと限られる。連合会長名で出すのか､セクションプレジデント名で

出すのかを判断する目安を整理すべき。 

３． 「依頼者が必要としているから」ではなく「連合としてサポートすべき案件

であるから」という理由が立たなければ､出すべきではない。  

４． サポートレターは濫発すべきではない。乱発により効き目は弱まり､連合への

信頼性の低下につながる可能性が大きい。 
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平成 24 年 4 月 18 日 

一般社団法人 日本地球惑星科学連合 

会長 木村学 様 

 

 

IGC2012 ケルン大会（第 32 回国際地理学会議）における日本紹介展示へのご協力のお願い 

 

日本学術会議 IGU 分科会委員長 春山成子 

IGC2012 ケルン大会展示実行委員会委員長 矢野桂司 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素はご協力賜わり，誠にありがとうござ

います。 

さて，本年 8 月 26 日から 30 日にかけて，ドイツのケルン市において，第 32 回の定期会議が開催さ

れます。この大会は，2008 年にチュニジアのチュニスで開催された前回の定期会議，昨年 11 月にサ

ンティアゴ市で開催された国際地理学連合の地域会議と同様に大規模な国際会議であり，世界中

からの地理学研究者ならびに地理学に関心をもつ人々が多数参加します。 

日本学術会議 IGU 分科会では，この会議の期間中も日本紹介のブースを設け，日本の地理学や地理

教育ならびに関連科学の研究成果を広く世界に発信するとともに，2013 年夏に京都で開催予定の IGU

京都国際地理学会議の宣伝を大規模に行うことを計画しております。世界の地理学関係者に日本につ

いて理解を深めてもらう絶好の機会にもなります。 

つきましては，地理学関連の貴学会におかれましては趣旨をご理解いただき，ご寄付ならびに展示

物のご協力をお願いする次第です。ご協力いただける場合は IGC2012 ケルン大会展示実行委員会まで

ご連絡くださいますようお願い申し上げます（次ページの参加申込書にご記入し，電子メールで連絡

をお願い致します）。 

何卒ご協力のほど，お願い申し上げます。 

敬具 

記 

１）展示内容： 

       (1) 地理学関連学協会・機関等を紹介するポスター展示 

       (2) 地理学関連学協会・機関等を紹介するパンフレット，機関誌，資料などの配布 

       (3) 2013 年 IGU 京都国際地理学会議の紹介と，セカンドサーキュラーなどの配付 

(4)その他，地理教科書など，日本の地理学，地理教育ならびに地理関連科学に関す

る図書，資料など 

       ＊展示品については，ご返却できませんので，了解下さい。 
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２）展示物の送付先： 

〒603－8577 

京都市北区等持院北町 56-1 立命館大学文学部地理学教室 矢野桂司宛 

電話: 075-465-1957 

＊展示物の送付は 7 月末日頃までにお願いいたします。 

 

３）IGU2013 年ご寄付のお願い 

 展示にあたりましては，会場借り上げ費，送料，雑費などで 40 万円程度の費用が発生することが見

込まれております。つきましては、展示の趣旨をご理解の上、学会の規模と展示物の多少に応じて、

応分のご寄付をお願い申し上げます。ご寄付の額につきましては，１口を１万円として次のような

目安を参考にされて下さい。 

 会員数２千人以上の学協会：５口以上 

 会員数１千人以上の学協会：３口以上 

 会員数 500 人以上の学協会：２口以上 

 会員数 500 人未満の学協会：１口以上 

 地理学関連企業・団体  ：３口以上 

 

４）ご寄付の振込先 

 ご寄付の窓口としては，以下の振替口座をご利用下さい。日本学術会議 IGU 分科会は団体資格がご

ざいませんので，以下の個人名での口座となっております点ご理解下さい。 

 

口座番号 ゆうちょ銀行 

記号 14390 番号 28982701 

加入者名 矢野桂司 

 

＊申し訳ございませんが，払込料金は払込者負担でお願いいたします。通信欄には，IGU 展示寄付金と記入さ

れ，学協会のお名前，ご住所をご記入下さい。7月末までに払い込みいただけると幸いです。 

 

５）問い合わせ先： 

矢野桂司（日本学術会議 IGU 分科会 IGC2012 ケルン大会展示実行委員会委員長） 

電子メール：yano@lt.ritsumei.ac.jp 
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IGC2012 ケルン大会（IGC2012 Cologne） 

における日本紹介展示参加申込書 

 

ご協力いただける学協会・機関は，以下をご記入の上，6 月末日頃までにケルン大会 2012 展

示実行委員会代表の矢野（yano@lt.ritsumei.ac.jp）まで電子メールまたはファックス

（075-465-8296）でお送りください． 

 

 

１． 学協会・機関名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

２． 展示内容(配付資料を含む)：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

３． 寄付金額（予定額）         

 

４． 担当委員名（連絡先）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（電子メール：          ） 

 

 

５． 現地で展示に協力いただける方： 

 

（１）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（電子メール：                ） 

 

 

（２）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（電子メール：                ） 

 

 

（３）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（電子メール：                ） 

 

（2 名以上協力いただければ幸いです．ブースで資料の配付，説明などをお願いします。他の

学協会と重複されても結構です。） 
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連合大会予稿の転載等の依頼に関する対応について 

大会運営委員会（副委員長 北 和之） 

 

今回、以下の様な場合について、連合大会予稿の転載・他者による利用についての判断を求められてい

ます。 

○ 「JpGU 大会予稿を著者の属する別機関（海洋研究開発機構）の成果データベースに掲載

したい」など、個別に別の掲載許可依頼があった場合。 

○ 「JST 等の論文検索システムに連合の予稿へのリンクを貼りたい」など，連合の予稿公

開システム全体の共有を求めてこられる場合 

 

日本地球惑星科学連合著作権規則（以下、規則）では、連合大会予稿が連合の著作物と位置づけてあ

りますが、投稿者にとって自明なことではなく、また規則第３条５にあたる著作権譲渡書に署名してい

るわけではないので、まず「連合大会予稿(集)の著作権は、投稿が受理された場合、著作者から日本地球

惑星連合に譲渡する。ただし、著作者自身によっての研究教育目的での利用に対して連合の許諾は不要

である。」ということを投稿規則に明記し、投稿時に規則第３条５にあたる著作権譲渡書を、web 投稿シ

ステムで記入するなど簡便な形で実行できるようにすべきと思われます。 

その上で、転載など、他者の利用に関する許諾についてですが、基本的に「規則」に定められた通り

とすることで対応が可能であると考えます。 

規則第 4条１①アに示す通り、著作者自身によっての研究教育目的での利用について許諾は不要です。

今回認可が求められている「著者の属する別機関のデータベース」に個別の予稿を掲載する場合も、規

則第 4条２①ウの「著作者の所属する組織での業績データベースとしての利用や図書館での利用」とみなせる

場合には許諾は不要とあり、予め想定されていた使用形態ですので、問い合わせがあった場合のみ総務など

で、確認し使用を認めるという対応で良いと思われます。 

連合の予稿公開システム全体の共有を求めてこられる場合には、使用料を取る規則第 4 条 2「当該著作

物の全部、または一部を公衆送信(インターネットで公開すること。以下同じ)する場合は、本法人の許諾を得て、

使用料を支払わなければならない。」とみなすか、会員の利益になる場合については規則第 4条１②ア「著

作者以外の者による、本法人の目的に沿った、研究、教育で営利を目的としない利用」と連合理事会で認めら

れれば使用料を取らず許可するという対応でよいかと思います。 

何れにしてもデータベースに転載される場合には、当該著作が日本地球惑星科学連合に著作権がある

ことがわかりにくくなるので、こちらが関知しない 2次的な利用（転載の転載）を防止するため、予稿

PDF の末尾には著作権について自動的に記載するようにした方がよいと思われます。 

その他の転載の申し入れについては、個別に審査し、「研究、教育で営利を目的としない利用」とみなせ

る場合には許可、そうでない場合には使用に問題がない場合には使用料を取って（使用料を決めておい

たほうが良いと思われます）許可、あるいは不許可を判断するということで良いかと思われますが、そ

の判断をどこで行うか理事会で定めておくべきであると思います。 
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日本地球惑星科学連合 著作権規則 

2008.11.28 版 

 

(目的) 

第１条 本規則は、一般社団法人日本地球惑星科学連合(以下「本法人」という)、が

発行する著作物に関する著作権の取り扱いに関して取り決めることを目的とする。 

 

(用語の定義) 

第２条 本規則において使用する用語の定義は次の各号のとおりとする。  

1. 著作権  著作権法が定めるところの著作権と同一の意味を有し、著作権法第

21 条から第 28 条に規定されるすべての権利を含む。 

2. 著作物  本法人を介して情報発信されるすべての種類の著作物であって、著

作権法が定めるところの著作物と同一の意味を有する。 

3. 著作者  著作権法が定める著作物を創作する者をいう。 

 

(著作権の帰属と譲渡) 

第３条  

1. 本法人を介して情報発信されるすべての著作物の著作権は、以下の各号に

依るものを除いて本法人に帰属する。 

2. 著作者が、本法人の出版物に著作物を掲載する際は、複製権及び公衆送信

権(インターネット配信等)を、本法人に譲渡するものとし、頒布の許諾を与える

ものとする。複製権及び公衆送信権以外の財産権及び著作人格権は、原則と

して著作者が留保するものとする。 

3. 写真やイラストなどの著作物については、著作者が本法人に出版等の利用許

諾を与えた場合には、著作権を著作者に留保する旨を申し入れることが出来

る。ただしその著作物の下に著作者名を明記しなければならない。 

4. 本法人の出版物の中で、著作者が明記されていない文章、イラスト、写真等

の著作物は、本法人の法人著作物とし、本法人にすべての著作権が帰属す

る。 

5. 本法人への著作権譲渡は、掲載されることが決定された後、別途定める著作

権譲渡書に署名し、本法人へ著作物とともに提出した時に成立するものとす

る。 

6. 本規則に該当しない著作権の取扱については、本法人と著作者の間で別途

協議する。 
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7. 本法人に提出された著作物が本法人の出版物等に掲載されないことが決定

された場合、当該著作物を著作者に返還する。 

 

(著作物の利用) 

第４条  

1. 当該著作物の全部、または一部を複写、転載する場合は、本法人の許諾を得

て、別途定める使用料を支払わなければならない。ただし、以下の目的による

利用の場合は許諾または使用料を必要としない。  

①許諾及び使用料を必要としないもの 

著作権法第３０条以降で著作権が制限される場合 

ア。著作者自身による研究、教育の営利を目的としない利用  

②許諾が必要であるもので使用料が必要としないもの 

ア。著作者以外の者による、本法人の目的に沿った、研究、教育で営利を目

的としない利用  

2. 当該著作物の全部、または一部を公衆送信(インターネットで公開すること。以

下同じ)する場合は、本法人の許諾を得て、使用料を支払わなければならない。

ただし、以下の条件に合う者は、許諾または使用料を必要としない。 

①許諾及び使用料を必要としないもの 

ア。著作者個人のウェブサイトで営利を目的としない公衆送信 

イ。著作物に関わる研究プロジェクトのウェブサイトで営利を目的としない公衆

送信 

ウ。著作者の所属する組織での業績データベースとしての利用や図書館での

利用  

3. 本法人の出版物である、雑誌「日本地球惑星科学連合ニュースレター Japan 

Geoscience Letters 」の複写の手続きは学術著作権協会に委託する。その他、

本法人の著作物の複写、公衆送信等の利用及び使用料に関しては、本法人

と協議するものとする。 

4. 本法人の著作物を利用する際には、出典を明示しなければならない。 
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(著作者の責任及び著作権侵害) 

第５条  

1. 本法人が著作権を有する著作物の内容に関して、著作者が創作に関与した

部分については著作者自身が責任を負うものとし、第三者よりの著作権侵害、

名誉毀損、またはその他の紛争を生じた場合は、著作者自身が一切の責任

を負い処置するものとする。 

2. 本法人が著作権を有する著作物に関して、第三者による著作権侵害(あるい

は侵害の疑い)があった場合、本法人と著作者が対応について協議し、解決を

図るものとする。 

 

(例外的取り扱い) 

第６条 

本法人と他の学協会等が協催する事業活動の際に、投稿される論文等の著作権に

ついて別段の取決めがある場合には、当該取決めを本規則に優先して適用すること

ができる。 

 

(既発行の著作物の取り扱い) 

第７条 

本規則の施行前に本法人が著作権を有する著作物については、著作者から別段の

申し出があり、本法人が当該申し出について正当な事由があると認めた場合を除き、

この規則に従い取り扱うものとする。 

 

附  則  

1. 本法人発行の出版物は、次のものとする。  

o 機関誌「日本地球惑星科学連合ニュースレター Japan Geoscience 

Letters 」 

o 各セクション機関誌、各委員会出版物 

o 日本地球惑星科学連合大会予稿 

o 日本地球惑星科学連合および日本地球惑星科学連合大会ホームペ

ージ(ウェブサイト)等公衆送信で提供するもの 

2. 本規則の改正は、理事会の承認を受けるものとする。 

3. 本規則の実施に関して必要な細則は、別途定める。 

4. 本規則は 2008 年 12 月 25 日から施行する。 
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--------------- 

著作権法（抜粋） 

------------------ 

（前段省略） 

 

第三款 著作権に含まれる権利の種類  

（複製権）  

第二十一条 著作者は、その著作物を複製する権利を専有する。  

 

（上演権及び演奏権）  

第二十二条 著作者は、その著作物を、公衆に直接見せ又は聞かせることを目的として（以下「公に」という。）

上演し、又は演奏する権利を専有する。  

 

（上映権）  

第二十二条の二 著作者は、その著作物を公に上映する権利を専有する。 

 

（平十一法七七・追加）  

 

（公衆送信権等）  

第二十三条 著作者は、その著作物について、公衆送信（自動公衆送信の場合にあつては、送信可能化を含む。）

を行う権利を専有する。  

2 著作者は、公衆送信されるその著作物を受信装置を用いて公に伝達する権利を専有する。 

 

（昭六一法六四・見出し１項２項一部改正、平九法八六･見出し全改１項２項一部改正）  

 

（口述権）  

第二十四条 著作者は、その言語の著作物を公に口述する権利を専有する。  

 

（展示権）  

第二十五条 著作者は、その美術の著作物又はまだ発行されていない写真の著作物をこれらの原作品により公

に展示する権利を専有する。  

 

（頒布権）  

第二十六条 著作者は、その映画の著作物をその複製物により頒布する権利を専有する。  

2 著作者は、映画の著作物において複製されているその著作物を当該映画の著作物の複製物により頒布する

権利を専有する。 

 

（平十一法七七・見出し１項２項一部改正）  
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（譲渡権）  

第二十六条の二 著作者は、その著作物（映画の著作物を除く。以下この条において同じ。）をその原作品又

は複製物（映画の著作物において複製されている著作物にあつては、当該映画の著作物の複製物を除く。以下

この条において同じ。）の譲渡により公衆に提供する権利を専有する。  

2 前項の規定は、著作物の原作品又は複製物で次の各号のいずれかに該当するものの譲渡による場合には、

適用しない。  

  一 前項に規定する権利を有する者又はその許諾を得た者により公衆に譲渡された著作物の原作品又は複

製物  

  二 第六十七条第一項若しくは第六十九条の規定による裁定又は万国著作権条約の実施に伴う著作権法の

特例に関する法律（昭和三十一年法律第八十六号）第五条第一項の規定による許可を受けて公衆に譲渡された

著作物の複製物  

  三 第六十七条の二第一項の規定の適用を受けて公衆に譲渡された著作物の複製物  

  四 前項に規定する権利を有する者又はその承諾を得た者により特定かつ少数の者に譲渡された著作物の

原作品又は複製物  

  五 国外において、前項に規定する権利に相当する権利を害することなく、又は同項に規定する権利に相

当する権利を有する者若しくはその承諾を得た者により譲渡された著作物の原作品又は複製物  

（平十一法七七・追加、平十六法九二・２項四号一部改正、平二一法五三・２項三号追加旧三号四号繰下）  

 

（貸与権）  

第二十六条の三 著作者は、その著作物（映画の著作物を除く。）をその複製物（映画の著作物において複製

されている著作物にあつては、当該映画の著作物の複製物を除く。）の貸与により公衆に提供する権利を専有

する。  

 

（昭五九法四六・追加、平十一法七七・旧第二十六条の二繰下）  

 

（翻訳権、翻案権等）  

第二十七条 著作者は、その著作物を翻訳し、編曲し、若しくは変形し、又は脚色し、映画化し、その他翻案

する権利を専有する。  

 

（二次的著作物の利用に関する原著作者の権利）  

第二十八条 二次的著作物の原著作物の著作者は、当該二次的著作物の利用に関し、この款に規定する権利で

当該二次的著作物の著作者が有するものと同一の種類の権利を専有する。  

 

 

第四款 映画の著作物の著作権の帰属  

   

第二十九条 映画の著作物（第十五条第一項、次項又は第三項の規定の適用を受けるものを除く。）の著作権
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は、その著作者が映画製作者に対し当該映画の著作物の製作に参加することを約束しているときは、当該映画

製作者に帰属する。  

2 専ら放送事業者が放送のための技術的手段として製作する映画の著作物（第十五条第一項の規定の適用を

受けるものを除く。）の著作権のうち次に掲げる権利は、映画製作者としての当該放送事業者に帰属する。  

  一 その著作物を放送する権利及び放送されるその著作物について、有線放送し、自動公衆送信（送信可

能化のうち、公衆の用に供されている電気通信回線に接続している自動公衆送信装置に情報を入力することに

よるものを含む。）を行い、又は受信装置を用いて公に伝達する権利  

  二 その著作物を複製し、又はその複製物により放送事業者に頒布する権利  

3 専ら有線放送事業者が有線放送のための技術的手段として製作する映画の著作物（第十五条第一項の規定

の適用を受けるものを除く。）の著作権のうち次に掲げる権利は、映画製作者としての当該有線放送事業者に

帰属する。  

 一 その著作物を有線放送する権利及び有線放送されるその著作物を受信装置を用いて公に伝達する権利  

  二 その著作物を複製し、又はその複製物により有線放送事業者に頒布する権利  

（昭六〇法六二・各項一部改正、昭六一法六四・１項一部改正３項追加、平十八法一二一・２項一部改正）  

 

 

第五款 著作権の制限  

（私的使用のための複製）  

第三十条 著作権の目的となつている著作物（以下この款において単に「著作物」という。）は、個人的に又

は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用すること（以下「私的使用」という。）を目的とす

るときは、次に掲げる場合を除き、その使用する者が複製することができる。  

  一 公衆の使用に供することを目的として設置されている自動複製機器（複製の機能を有し、これに関す

る装置の全部又は主要な部分が自動化されている機器をいう。）を用いて複製する場合  

  二 技術的保護手段の回避（技術的保護手段に用いられている信号の除去又は改変（記録又は送信の方式

の変換に伴う技術的な制約による除去又は改変を除く。）を行うことにより、当該技術的保護手段によつて防

止される行為を可能とし、又は当該技術的保護手段によつて抑止される行為の結果に障害を生じないようにす

ることをいう。第百二十条の二第一号及び第二号において同じ。）により可能となり、又はその結果に障害が

生じないようになつた複製を、その事実を知りながら行う場合  

  三 著作権を侵害する自動公衆送信（国外で行われる自動公衆送信であつて、国内で行われたとしたなら

ば著作権の侵害となるべきものを含む。）を受信して行うデジタル方式の録音又は録画を、その事実を知りな

がら行う場合  

2 私的使用を目的として、デジタル方式の録音又は録画の機能を有する機器（放送の業務のための特別の性

能その他の私的使用に通常供されない特別の性能を有するもの及び録音機能付きの電話機その他の本来の機

能に附属する機能として録音又は録画の機能を有するものを除く。）であつて政令で定めるものにより、当該

機器によるデジタル方式の録音又は録画の用に供される記録媒体であつて政令で定めるものに録音又は録画

を行う者は、相当な額の補償金を著作権者に支払わなければならない。 

 

（後段省略） 
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転載許可申請書 

 

平成  年  月   日 

 

公益社団法人日本地球惑星科学連合 

会長 津田 敏隆 殿 

 

                         

所属 

氏名                           印 

 

住所  

電話 

ＦＡＸ  

 

 

 

日本地球惑星科学連合が出版された著作物につき，下記のとおり転載許可をお願い申し上げます． 

 

 

記 

 

 

1．転載の目的 

  

 

 

2．転載元著作物 

日本地球惑星科学連合○○年大会予稿集 

 

 

3．転載対象論文 

  

 

 

4．転載先 

・HP/CD-ROM/印刷物名称  

・発行/掲載者  

・発行・掲載予定日  

・発行部数   

・頒価     

・頒布対象   

 

 

5．その他 
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教育問題検討委員会　委員一覧（会員/非会員）

役職 選出母体 ＩＤ 氏名 所属
委員長 理事/日本気象学会 013500 畠山　正恒 聖光学院中学高等学校

副理事（大学教育） 000052 渡邊　誠一郎 名古屋大学
副委員長 日本地震学会 001274 根本　泰雄 桜美林大学
上席幹事 日本地質学会 011228 阿部　國廣 元・川崎市立西有馬小学校
幹事 副理事（オリンピック）/日本地球科学会 000532 瀧上　豊 関東学園大学
幹事 007245 宮嶋　敏 埼玉県立深谷第一高等学校
幹事 日本地質学会 003255 中井　睦美 大東文化大学
幹事 地球電磁気・地球惑星圏学会 001085 中井　仁 大阪府立茨木工科高等学校
幹事 000750 高橋　栄一 東京工業大学
顧問 地球電磁気・地球惑星圏学会 000241 大村　善治 京都大学

日本宇宙生物科学会 非会員 奥野　誠 東京大学
日本応用地質学会 非会員 武田　和久 ㈱開発設計コンサルタント
日本海洋学会 非会員 島田　浩二 東京海洋大学
日本火山学会 004904 吉本　充宏 北海道大学
日本火山学会 012137 萬年　一剛 神奈川県温泉地学研究所
形の科学会 非会員 松浦　執 東海大学
日本活断層学会 003758 廣内　大助 信州大学
日本鉱物科学会 非会員 赤井　純治 新潟大学
日本国際地図学会 非会員 西木　敏夫 目白学園
日本古生物学会 013651 間嶋　隆一 横浜国立大学
資源地質学会 000984 藤本　光一郎 東京学芸大学
資源地質学会 007014 宮下　敦 成蹊中学校・高等学校
日本地震学会 002140 伊東　明彦 宇都宮大学
日本地震学会 000983 山野　誠 東京大学地震研究所
日本情報地質学会 015816 坂本　正徳 國學院大學
日本水文科学会   021377 辻村　真貴 筑波大学
水文・水資源学会 005813 近藤　昭彦 千葉大学
生態工学会 007320 新井　真由美 日本科学未来館
生命の起原および進化学会 015714 三田　肇 福岡工業大学
石油技術協会 非会員 佐溝　信幸
日本雪氷学会 003271 納口　恭明 防災科学技術研究所
日本測地学会 000149 里村　幹夫 静岡大学
日本測地学会 000312 松本　剛 琉球大学
大気化学研究会 001404 林田　佐智子 奈良女子大学
日本堆積学会 020577 伊藤　孝 茨城大学
日本第四紀学会 020151 加藤　禎夫 埼玉県立松山高等学校
日本地学教育学会 003280 南島　正重 東京都立両国高等学校
日本地学教育学会 009795 林　慶一 甲南大学
地学団体研究会 非会員 久津間　文隆 埼玉県立川越初雁高校
地下水学会 007369 宮岡　邦任 三重大学
日本地球化学会 非会員 津野　宏 横浜国立大学
地球電磁気・地球惑星圏学会 002284 藤　浩明 京都大学
日本地形学連合 010258 島津　弘 立正大学
日本地質学会 003507 芝川　明義 高槻中学校・高槻高等学校 
日本地熱学会 000829 大谷　具幸 岐阜大学
地理科学会 007398 前杢　英明 広島大学
日本地理学会・東京地学協会 024031 滝沢　由美子 帝京大学
日本地理教育学会 025900 竹内　裕一 千葉大学
地理教育研究会 非会員 海東　達也 都立竹早高校
地理情報システム学会 非会員 谷　謙二 埼玉大学
東北地理学会 022611 西城　潔 宮城教育大学
日本粘土学会 004597 山崎　淳司 早稲田大学
日本農業気象学会 024175 林　陽生 筑波大学
物理探査学会 004178 松島　潤 東京大学
物理探査学会 004107 三ケ田　均 京都大学
物理探査学会 007006 山田　伸之 福岡教育大学
日本陸水学会、陸水物理研究会 非会員 濱田　浩美 千葉大学
日本リモートセンシング学会 非会員 宮崎　忠國 東京農業大学
日本惑星科学会 000017 佐々木　晶 国立天文台
日本惑星科学会 020925 鈴木　文二 埼玉県立春日部女子高等学校

014008 小寺　浩二 法政大学
日本惑星科学会 非会員 山下　敏 埼玉県立熊谷女子高等学校
日本火山学会 000173 小川　康雄 東京工業大学
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2013年大会プログラム委員会名簿（2012年7月30日版）

選出母体
日本宇宙生物科学会 橋本博文 小林憲正

日本応用地質学会 千木良雅弘 長田昌彦

日本温泉科学会 

日本海洋学会 寄高博行 川合義美

特定非営利活動法人　日本火山学会 青木陽介 石塚吉浩

形の科学会 松岡　篤 栗原敏之

日本活断層学会 吉岡敏和 廣内大助

社団法人　日本気象学会 竹見哲也 茂木耕作

日本鉱物科学会 角替敏昭 三宅　亮

日本国際地図学会 熊木洋太 有川正俊

日本古生物学会 延原尊美 本山　功

日本沙漠学会 

資源地質学会 藤永　公一郎 臼井　朗

社団法人　日本地震学会 生田領野 伊藤喜宏

日本情報地質学会 野々垣 進 若林 真由美

日本水文科学会 

水文・水資源学会 藤井秀幸 樋口篤志

生態工学会 小島洋志 寺添斉 

 生命の起原および進化学会 三田肇 小林憲正　

石油技術協会 鈴木祐一郎 荒川　浩樹

社団法人　日本雪氷学会 鈴木啓助 兒玉裕二

日本測地学会 太田雄策 板場智史

大気化学研究会 斉藤拓也 入江仁士

日本堆積学会 遠藤徳孝 七山　太

日本第四紀学会 須貝俊彦 吾妻　崇

日本地学教育学会 南島正重 上村剛史

地学団体研究会 柳澤教雄 五十嵐聡

一般社団法人日本地下水学会 林武司 谷口真人

日本地球化学会 下田　玄 鈴木勝彦 小畑　元

地球電磁気・地球惑星圏学会 篠原育 清水久芳

日本地形学連合 島津　弘 瀬戸真之

日本地質学会 大坪　誠 星　博幸

日本地熱学会 藤光康宏 宮越昭暢

地理科学学会 前杢英明 後藤秀昭

社団法人　日本地理学会 須貝俊彦 青木賢人

日本地理教育学会 竹内 裕一 井田 仁康

 地理教育研究会 

一般社団法人　地理情報システム学会 後藤真太郎 両角政彦

社団法人　東京地学協会 小出　仁

東北地理学会 八木浩司

土壌物理学会 森　也寸志 川本　健

日本粘土学会 

日本農業気象学会 石郷岡 康史

社団法人 物理探査学会 佐藤龍也 村田泰章

日本陸水学会 

陸水物理研究会 知北和久 鈴木啓助

社団法人 日本リモートセンシング学会 近藤昭彦

日本惑星科学会  玄田英典 山田 耕

宇宙惑星科学セクション 小林直樹

大気水圏科学セクション 川合義美

地球人間圏科学セクション 奥村晃史

地球生命科学セクション 山岸明彦

固体地球化学セクション 鈴木勝彦

プログラム委員

選出なし

選出なし

選出なし

未定

未定

未定
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2013 年度地球惑星科学連合大会のプログラム編成にかかる検討事項 
 

平成 24 年 7 月 31 日 

日本地球惑星科学連合理事会資料 

2013 年度プログラム委員長 河宮未知生 

 

１．セッション数増減の方針 

基本的には、できるだけ多数のセッション提案を促す方針。類似するセッションの統合について、

下記のようにプログラム委員会の構成を前年度までと変えながら対応していく。 

 

２．ポスター発表と口頭発表の比率、形式 

ポスター発表と口頭発表の件数の比率は今年度同様、前者が後者と同数以上とする。また口頭発表

時間は 15 分で固定とする。ポスター発表については、希望により 3 分間の口頭説明を口頭発表セ

ッションにおいて行うこととする。 

 

３．国際セッション優遇策 

昨年度と同様、国際セッションについては口頭発表の比率が高くてもよいとすることで優遇策とす

る。ただし、口頭発表を無制限に多くしたのでは、ポスター発表が少数になりセッションとして成

り立たないケースもあるので、最低限のポスターの比率を確保するための基準は設定する。基準と

しては、ポスター発表件数が、口頭発表件数の半分以上かつ 5 を下らないこととする。 

 

４．プログラム委員会の機能 

これまでの体制では、委員会での意見がコンビーナや学協会としての立場を表すものになりがちで、

全体の運営をスムーズに行う観点が欠けていた。これを改善するため、(1)セクション選出委員（お

よびプログラム局）が議論する場、と(2)各学協会選出委員の意見を聞き議論する場、とに名称も分

けて開催することにする。名称は、(1)拡大プログラム局、(2)プログラム委員会、とする。 

 

５．空き時間の活用について 

プログラム編成の都合上、発表件数に対して多めの時間がセッションに割り当てられ、セッション

内に空き時間が生じることがある。また、講演キャンセルが出た場合にも空き時間が生じる。こう

した空き時間に、コンビーナ―などの判断で代わりの講演やディスカッションを差し込むことがあ

った。ディスカッション時間を確保するために時間分の参加費を支払っているセッションもあるこ

とから、これを問題視する向きがあるが、これは黙認する方針。ディスカッション時間確保のため

の参加費は、「保証料」と考える。また、空き時間ができたときの活用はコンビーナの裁量範囲内

であることは事前（講演募集前）に伝える。 

 

６．初日と最終日のスケジュール 

最初のセッション直前の受付の混雑を緩和するため、初日 1 コマ目の口頭発表セッションは設けな

いこととする。また最終日の 4 コマ目も口頭発表セッションは設けない。最終日のポスターセッシ

ョンについては、4 コマ目に相当する時間帯にもコアタイムを設ける。 
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大会運営委員会 理事会に対する確認要望事項  

 

【プログラム委員会，プログラム局の定義】 

 

プログラム局 

プログラム委員長，副委員長２名，委員長経験者３名（過去４年前まで），計６名 

→各セクションから最低１名づつは配置されることになる 

 

拡大プログラム局 

プログラム局＋セクション選出委員（６名） 

※セクション選出委員： 

固体地球科学セクションから２名選出の要望→セクション数を鑑みて適当と考える 

（2012 年大会実績－P：27 件，A：22 件，H：21 件，S：60 件，B：10 件） 

 

プログラム委員会 

プログラム局＋セクション選出委員＋学協会選出委員（２名×４８学会） 

※学協会選出委員： 

基本は各学協会から正・副各１名だが，正１名のみ，正１名＋副２名，選出なし等の学会もある 

 

プログラム編成会議 

拡大プログラム局＋各委員会代表（広報・国際・教育） 

 

【値上げのタイミングと金額】 

値上げ公表のタイミング→大会 HP 公開時（９月３日） 

値上げ額→将来的に幕張メッセで会場を増やす場合，展示ホールを借りると想定すると 1500 万円が必要。 

今回の値上げでこの会場費が賄えない場合，近い将来再度値上げを行わなければならないため，今回値上げをす

るのであれば，会場増設費を包括できる額にしていただきたい。 

 

【紙プログラムの作成について】 

日本語版→基本情報については A4 版冊子形式を受付時に手渡す。各日の開催内容は 2012 年大会と同様に，新

聞形式のものを日ごとに配布する。 

 この変更によって 2012 年度よりは経費は削減になる。 

国際セッションのプログラム英語版→2012 年は 5000 部印刷したが、全員に配布するのは無駄であるとの指摘が

多くあるため発行部数 2011 年度と同様 1000 部とすることが考えられる。これについては理事会で決定してほ

しい。 
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※グリーン：要理事会承認・決定事項

大会運営委員会（含プログラム局）からの回答

1-1

１－１.　5つのセクションは重要なサイエンス課題および将来動向（ロー
ドマップ）を議論する。理事会はセクションと協議し、JpGUの実行プラン
を考えるといった分担を明確にするべきである。両者間の意志疎通の
ために「経営企画調整会議」を機能させる。（A/I　メンバー選出は会
長：済、日程調整　事務局）

1-2

１－２．セクションの具体的なアクションの例として、連合大会でセクショ
ン主導のセッションを企画する、ジャーナルの編集・運営に参画する、と
いったことが考えられる。（A/I　各セクションプレジデント by プログラム
決定まで、依頼はプログラム委員長）

今年度から、各セクションに、セッション企画によるユニオ
ンセッションを依頼することとしたい。ユニオンセッション
への優遇措置と、各分野の周知というメリットを明確にし
た上で、セッション提案前に各セクションに依頼することと
したい。

1-3

１－３．「地球惑星科学総合」の扱いが中途半端である。理事選出母体
になっているものの、対応するセクションが存在しない。このグループ
は、教育、アウトリーチ、広報に関係する重要な活動をしていると考えら
れ、位置づけを検討すべきである。（A/I　広報普及委員会、キャリア支
援委員会、教育問題検討委員会、男女共同参画委員会　by 秋の理事
会）

2-1

２－１．今秋に予定されている科研費申請に向けて、ジャーナルの理
念、編集指針、年次計画、編集体制等を８月には定める必要がある。
連合主導のジャーナルは review, selected paper が中心になることが
検討されている。一方、EPSの継承として e-letter を含める案がある。
EPSに加え、e-letter を出版する他学会とも調整が必要です。まず、
EPS誌を運営する5学会長(SGEPSS、地震、火山、測地、惑星)との調
整を7月初に行い、それを基礎に他の参加学協会と意見交換を進めま
す。（７／２京都大学にてJpGU側は会長、副会長が対応してEPS５学会
長との議論終了、他の参加学協会との意見交換は副会長（川幡）。期
限は定めず作業の進行に同期）

2-2
２－２．上記が順調に進めば、申請に向けて、いくつか具体的作業が必
要になる。初年度は科研費がつかなくても、連合の資金でスタートする
必要がある。（A/I　副会長（川幡）、７月理事会で作業中間報告）

2-3
２－３．selected paperを選ぶべく、セッション提案の段階で検討が必要
である。（A/I　副会長（川幡）、大会運営委員会、プログラム委員会 by
プログラム決定まで）

もし2013年大会以降に実施するならセッション募集開始
時（9月1日）にアナウンスが必要。従って早急な方針の
決定をお願いしたい。

3-1

３－１．国際セッションが1/4を占めるようになったが、全体を国際化す
るか、日本語での講演を重視するかを検討する必要がある。一案とし
て、連合大会では基本的に英語で発表を行い、秋大会では日本語で講
演を行うことで、参加学会の秋大会の意義を深めることが考えらるが、
現時点では難しそうである。折衷案として、PPT, Posterを英語化するよ
う督促することが考えられ、これらの検討を行う。（国際学術委員会 by
アブストラクト受付まで）

ポスター・PPTファイルの英語化については、必須とする
のか推奨するのかの方針を理事会で決定していただき
たい。これも9月1日のセッション募集時にアナウンスが必
要。
国際セッションの割合を増加するためにも、各セクション
に依頼することとしたいので、これについてもセッション募
集時に、各セクションにお願いすることとしたい。

3-2
３－２．連合HP、英文プログラムをはじめ、英語対応が遅れており、外
注を含め対策を急ぎ検討する。（A/I　情報システム委員会 by ７月理事
会で中間報告）

ＨPやプログラムなどに付いては英語対応は外注等によ
り進めるようにするが、大会準備段階で発生するコン
ビーナー等への緊急の通知、連絡、依頼メール等につい
ては、事務局には英語にする時間的余裕がないので、配
信者（アナウンス希望者）が日本語と一緒に英文も提出
するようにしてほしい。

3-3

３－３．AOGS2014への対応を検討する必要がある。5月＠幕張と8月
＠札幌に同様の学会が開かれると、国際セッションおよび参加者数の
減少が危惧される。これは連合の財政悪化にも直結する。今年の
AOGS＠Singaporeで調整を始める。（A/I　会長、副会長がAOGS２０１２
にてAOGS側とキックオフミーティング、これを受けて国際対応委員会お
よびプログラム委員会が対応を検討開始）

中村理事からの各委員会への確認事項に対する回答
【大会運営委員会】

１．理事会とセクションとの関係

２．ジャーナルの発行

３．国際化
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4-1

４－１．AGU/EGU/AOGS との間で、大会参加登録料を会員扱いとする
MOUが交換された。JpGUの会員であれば、上記の大会に会員価格割
引の恩恵を受けることができる。反面、国内のAGU会員等がJpGU会費
を払わなくなる危険性がある。財政だけでなく、JpGU会員数の減少に
つながる深刻な問題となりかねない。啓蒙活動が必要であり、会員数
の減少に歯止めをかける。（A/I　広報普及委員会　期限無し）

4-2

４－２．JpGUの財政を安定化させるために、収入増が必要。しかし、４
－１の事情から会費(2,000円)を値上げするのは難しそうである。大会
の登録費、あるいは論文投稿料の値上げを検討する必要がある。値上
げの対価としてのサービス向上を明示することが重要である。（大会運
営委員会、財務担当委員会、総務委員会、副会長（中村）、プログラム
委員会 by 2013年大会における参加費をHP掲載するまで）

２０１３年度にもし値上げをするのなら、9月のセッション
提案開始時に決っていることが必要。従って今回(７月)の
理事会で決定される必要がある。また値上げのためには
サービス向上というだけではなく、値上げの必要性につ
いて十分の根拠を示すことが必要と考える。
なお、今後講演のための会場を増やす場合には、さらな
る値上げが必要となる可能性があることを配慮して値上
げ幅、時期を考えてほしい。

4-3
４－５．賛助会員を増やすキャンペーンの企画を検討。（A/I　財務委員
会、広報普及委員会　期限無し）

連合がおこなう新事業については、賛助会員だけでなく、
地学／地理オリンピックやジャーナルのように、目的的な
外部資金の獲得を考えてもよいのでないか。

5-1
５－１．現事務局組織は主に5月の連合大会に対応する組織として計
画された経緯から、他の業務のサポートには十分な陣容ではない。（事
務局の努力は十分に評価している。）

5-2

５－２．各理事、委員長の事務サポート体制を検討する必要がある。事
務局を増員することも検討するが、一方、理事・委員長にアルバイト謝
金の経費を配分し、身近な方にサポートをお願いすることも考えられ
る。各理事、各委員会の長は自らの行う仕事を定義し、その行動計画
を纏め、自分自身で出来ること、助力が必要なことを切り分ける作業を
行う。（A/I　全理事、全委員長 by ７月理事会）

5-3
５－３．現在の事務処理体制について業務量、指揮系統といった観点
で外部評価を行うことを検討。（A/I　財務委員会、総務委員会、副会長
（中村） by　秋理事会）

6-1

６－１．災害等に関する提言、大型研究・ロードマップ、男女共同参画、
キャリアパス、といった広汎なテーマについて、JpGUが地球惑星科学
に関する発信主体となり、求心力を持つようになるにはどういった作戦
が必要かという議論が必要である。（A/I　広報普及委員会、環境・災害
委員会、男女共同参画委員会、教育問題検討委員会 by 今年度中）

6-2
６－２．参加学協会、学術会議・地球惑星科学委員会、また、関連する
他の学会群（工学系、生物系など）との協調が重要である。（A/I　全理
事会メンバー、セクションボードメンバー　期限無し）

7-1
７－１．JpGUの各セクションにおける（若手）顕彰を進める事を検討。す
でに行っているセクションにおける問題点の洗い出し（A/I　副会長（中
村）、成瀬理事、各セクションボード by 秋理事会）

7-2

７－２．JpGU Fellow 制度を検討する。顕彰したうえで、連合ジャーナル
にreviewの執筆を依頼する案もある。学界長老の扱いについて、各学
会の意向を調整することが重要。（A/I　会長、副会長（中村）、成瀬理
事　by 今年度中）

8-1

８－１．２０１４年以降も引き続き、会場、会期を検討する必要がある。
幕張メッセでは既に許容量に余裕がなくかといって、会期の延長は難し
く、他の会場候補も少ない現状を認識した上で議論を進める必要があ
る。（A/I　大会運営委員会、財務委員会 by 今年度中）

幕張メッセで会場を増やすには展示ホール（半分）への
進出が考えられる。この場合150人部屋が8室増加し、さ
らに3室程度の予備室が使えるので、現在の講演数の
1.5倍6000件ぐらいまでは対応可能。但し費用は1500万
円増となる。（岩上）

8-2
８－２．若手の参加を促して懇親会を活発にする手立てを議論する必
要がある（A/I　大会運営委員会）

懇親会については、その必要性、効果も含めて大会運営
委員会で検討する。

７．顕彰

８．大会

４．会費・登録費

５．事務体制

６．対外発信
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 連合大会参加費の値上げについて 

平成 24 年 7 月 31 日 

中村正人 

 

連合の財政は支出と収入がバランスするように財務委員会でコントロールしてい

る 

 

従って、連合の発展のために支出を増やすつもりであれば収入をそれに先だって増

加させなければならない 

 

１．支出増大の必要性 

 

・ 大会の高度化、参加者へのサービス向上（添附１ 川幡試案） 

 例えば５００万円／年 

・ 事務局のマンパワー増強（添附２ 現状必要な事務量集計） 

 例えば３００万円／年 

・ ジャーナル発行への備え（科研費を取れたとしても、時限的） 

 例えば６００万円／年 

 

２．収入の増大の方策 

 

・ 大会参加費 

 １０００円／人値上げで４００万円の増収（参加者が４０００人

の場合） 

・ 投稿料 

 現状は二件目以上の投稿も同額。これを二件目は倍、３件目は３

倍とすると約２００万円の増収 

・ 個人年会費の増額 – 大幅に行うのは難しい 

 AGU,EGU との MOU もあり、AGU,EGU が低い年会費である以上高額

には出来ない 

例えば３０００円の参加費値上げをし、投稿料も数によって値上げをす

ると４００×３＋２００＝１４００万円の増収 
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３．値上げによって参加者が減らない手立てを講じる必要 

 

・ 値上げ理由の丁寧な説明 

・ 目に見える形での大会の高度化 

 

具体的な事務局増強などについては、各委員会から提出頂いた仕事シートを基に現

在精査中。 

 

以上 
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  （添付資料 １）                         2012.7.1 

        新規会員サービス向上の具体案      

         （値上げと同時に行う） 

                          川幡穂高 

 

Aについては，以前，理事会に話題提供した．その際，賛成は多かったが，「小

出しでは，値上げが難しくなるので，ある程度パッケージで，，」と発言しま

した． 

 

 

A（幕張会場で，AGUのサービスと同様） 

 

例えば、sessionsのメニューをクリックすると， 

１）その日の時間帯ごとのセッションリスト一覧がすぐに見る事ができ，２）

さらにそのセッションリストをクリックすると，セッションごとの詳しい情

報（発表時間と講演タイトル）の一覧がすぐに出て，３）その講演タイトル

クリックで，さらに著者と所属が出て，４）さらにクリックする事で，full 

abstractがわかる，という階層構造になっていました． 

 

また，show documentsのメニューからは， 

general information やmeeting services，ワイヤレス接続方法などの書類

がダウンロードできたり，またはe-mail送信が出来るようになっていました． 

 

exhibitorsでは，頭文字からスポンサー企業を探せ，さらに展示ブース案内

や，その企業のHPのアドレスにリンクしたりしています． 

 

abstractメニューでは，最初に，posterかoralかを選んだ後，abc順とsearch

の両方から講演titleを検索でき，自分の興味のある分野のtitleを一気に表

示させ，さらに気になるタイトルから，その講演の詳細（場所や時間やfull 

abstract）がわかるようになっていました．ただ，ファイルサイズの関係か，

e-posterへのリンクはないようです． 
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B（年間を通じてのサービス） 

JpGU が会員に，例えば 3MB づつサイトを提供する（大きさは値段を調べてから決

める．普通の論文は １MB 位，エクセルシートで 0.3MB）．使用するか，しないか

は，本人の自由． 

 

そこに，key words とともに成果などのアピール項目の記載ができる．（例えば，

今年印刷された論文など，英語あるいは日本語で書けるようにする．） 

 

また，Key words を 20 個くらいいれるようにして，JpGU のサイトから検索できる

ようにする（例えば，著者検索あるいは論文検索）． 

 

→これにより，会員の相互の理解を深めることができ，特に Key words から関連論

文の引用なども促進できる． 

 

 

C（幕張会場で，） 

希望者は，ppt あるいは poster の右上に，発表者の ID 番号（現行の番号でよい）

を書いてもらう（例えば，JpGU100862）．その番号をスマートフォンなどにいれる

と，会場で，先の項目 Bにアクセスできる． 

 

すなわち，関連論文の検索ができる． 

 

→これにより，会員の相互の理解を深めることができ，特に Key words から関連論

文の引用なども促進できる． 
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（添附資料 ２） 必要な事務量 

中村正人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の事務局の総労働時間は 

約６８００時間／年で有り、 

平均賃金２千円／時間であるから、

総額約１、３６０万円が人件費（含

福利厚生、通勤費）である。 

 

今日現在集まっている必要な中央

事務への依頼は７１８人日であり、

今後の大会の高度化などに対応し

ていくと１０００人日程度は必要

と見込まれる。一日の労働時間を８

時間として８０００時間／年、つま

り１２００時間は余分に必要であ

ろう。金額にして２４０万円程を確保する必要がある。時間あたり単価の上昇に余

裕を見て３００万円程度必要。 
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JpGU 国際学術委員会 
 

日時： 2012 年 5 月 21 日（月）   

     12：30-13：30 

場所： 幕張メッセ, 国際会議場 101A 

 

【出席者】 加藤照之, 木村学, 大村善治, 多田隆治, 春山成子, 村山康弘, ウォリス・

サイモン, 遠藤一佳, 田島文子   

【欠席者】 藤本正樹, 石渡明, 藤田英輔, 大谷栄治 小林憲正 

 

議題に入る前に、EGU executive secretary Philippe COURTIAL 氏が、挨拶

に立ち寄った。また、2年前に始まった EGU booth の展示が、今年はあった

ことについての説明があった。 

 

報告 

 

・ H23 年度の委員会の活動報告があった。 (H23 年度委員長) 

 

・ AOGS と JpGU の関係について 

1) 2014 年 AOGS の年大会は札幌で行われる。 AOGS-Sapporo の準備

委員会に JpGU メンバーを参加させる。連絡担当は加藤前委員長。 

2) 2012 年の Singapore 大会にて JpGU を宣伝するために、参加する

木村前会長や大谷副会長に JpGU ポスターなどを持参していただ

くようにお願いする。その旨を AOGS 準備委員会に連絡する。 

 

・AGU 対応について 

1) 去年度締結した MOU を生かし、連携強化を目指す。AGU 対応担当

はウォリス。 

2) ウォリスは AGU の International Secretary に立候補すう予定。

JpGU 及び AGU 両組織の国際交流担当を同時に務めることについて

異議はなかった。  

 

  ・ICSU-WDS (World Data System)について報告があった（村山委員） 

 

審議 

 

・ 委員長により次期委員長と副委員長について提案があり、出席者の挙

手により、新委員長にウォリス、副委員長に藤本氏(JAXA)がそれぞれ

選ばれた。任期は 2012 年 5 月〜2014 年 5 月。 

 

・ 案件 4) IGC (International Geographical Congress) 2012 

(Cologne) には学術会議の分科会である IGU(国際地理学連合)日本委

員会はブースを出典するが、そこで 2013 年京都で行われる IGU-regional 

conference を宣伝するともに地理関連科学に関する図書，資料などを展示す
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る予定である。JpGU に展示物の提供及び 2013 年の京都大会への寄付の

依頼が届いた。展示物の送付及び寄付金の振込の締め切りは 7月末で

ある。依頼への対応について議論し、次の意見は出された。 

 

o 本年度の予算は既に承認されているので、寄付は難しいので

は？ 

o 寄付先は学術会議分科会なので、一般的な学会と異なるので

は？一般的なルール作りが必要。 

 

この件は継続審議とした。 

 

 
以上 

 

文責：ウォリス 
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